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盲児のための学校
「耳で見る」「手で読む」「頭で歩く」盲児の指導

2026/7/27　　　　　2026/7/28　

熊本県立盲学校　佐賀県立盲学校

世界を知る力を育てる学校

頭で歩く世界を知る

世界を
知る力

公益財団法人明日佳　事務局長　鈴　木　重　男

　盲学校の盲児数の減少によ

り、盲学校自体の専門性継承が
困難になっている。  

　一方、通常校在籍の盲児は増
加し、盲学校の役割は拡大して
いる。  
 

　点字・歩行・生活の基礎基本を
確実に保障することが、盲児の
学びと自立の基盤となる。   

　盲学校は、地域の視覚障害教
育の中核拠点としての役割を担
う必要がある。

専門性の維持継承が困難

盲児が少な
くなってきた

通常級の盲児は点字で学ぶ

盲学校で
教えて
もらった

盲学校は、点字・歩行・生活
点字教材の支援

盲学校は、視覚障害教育の
中核センター

寄宿舎ː生活　
校　舎ː学習

盲学校のお
陰で、地域の
学校で勉強で

きる

盲児を取り巻く環境
Development of Inclusive Education

盲
学
校

教務:基礎基本

事務:財務支援

舎務:活用、応用、発展
役割
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１頁
「盲児のための学校」コンセプト

教務・事務・舎務の三位一体

盲児の尊厳を基盤とする

盲児から学ぶ姿勢“

できること”の尊重

盲児の感覚を基盤とした関係性

共創としての教育

逃げずに向き合う教師の人間的態度

特別支援教育ワーキング
グループ参考資料集

特別支援学校のセンター的機能の強化：自立活動

本日のテーマ

職員の
専門性

　←「21世紀の特殊教育の在り方について（最終報告）」（文部科学省，2001）、
「地域の特殊教育のセンターとしての特殊教育諸学校の機能の充実」が示され、
平成18年2006年法改正でセンター的機能の発揮を定めた特別支援学校制度実施か
ら20年経過。まだ「立ち止まっている感」。

特別支援学校
教務　事務　舎務
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盲学校の専門性(実践知)の特性
中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会特別支援教育ワーキンググループにおける教師の専
門性に関する主なご意見(令和8年1月7日特別支援教育作業部会資料9)より

(視覚障害教育関係委員宮内久絵氏（筑波大学人間系准教授）ご意見)

宮内先生の盲学校の専門性向上に係る課題解決へのご意見を分析・整理

79
頁

Expanded Core Curriculum ECC　「自立活動＋寄宿舎機能」
83
頁
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次期学習指導要領　　
　1人1台端末・アクセシビリティ機能を「合理的配慮の基礎的環境整
備」として明確に位置付け　→　ICTアクセシビリティ支援の重要性
　視覚に障害のある教師は、各種視覚支援機器・ソフト等を日常的に

使用。ICTアクセシビリティの実践知を有する専門職

　→　「ICTを使った合理的配慮の具体的指導」
　センター的機能の地域支援の中核として、通常の学級・通級・特別
支援学級への助言、校内委員会・就学支援への参画、ICT・合理的
配慮の研修提供など、地域の専門性を支える中核として活躍すべき。

視覚に障害のある教師　
次期学習指導要領が求めるICT Information and Communication Technology

アクセシビリティ支援の中心的担い手

幼児教育WG　　　　令和８年５月２９日
幼児教育ワーキンググループ保育専門委員会
資料３　・保育専門委員会取りまとめ（案）

点字は、盲児の未来への懸け橋
3歳児の盲児で触読可能

2頁
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→4名(当年度新卒３名と他校か
らの転任者１名)を４名の盲児の
担当として、鈴木式点字触読指導
法で指導　(坪川先生、沓澤先生、)　
⇒　盲児は、点字触読が可能にな
りました。　

77
頁

２００１年　北海道旭川盲学校校長に異動
なぜ　点字を指導

しないの？

どうして
ですか？

知的障害児
だからです

お話し
しよう

〇は？
□は？

大小
軽重
冷熱

新卒教員
鈴木式点字触読指導法

点字は楽しい！　親も喜ぶ

　盲児の指先が点字を
たどるとき、思考が芽
生え、知が広がり、人と
心が結ばれ、かつ点字
は視覚に代わる知の扉
であり、静かな指の動
きの中に、盲児の尊厳
と心の気高さが宿りま
す。  

1890年、石川倉次がルイ・ブライユの6点
点字(1825年)を基に日本の「ひらがな点
字」を翻案。  

2頁
点字は、盲児の目
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晴眼幼児: 家庭での絵本読み聞かせや、生活の中の文字情報に触れる機会が
豊富。3歳で半数以上がひらがなを読める。 

盲幼児: 大人の意図的な関わりがなければ、文字（点字）に出会えない。就学前
に大きなリテラシー格差が生じている。 

 

盲幼児と晴眼幼児のリテラシー格差3頁

平成２７年４月２８日　文部科学省　教育課程企画特別部会資料

鈴木式点字触読指導
認知しやすい点字から指導。
形として直感的に捉える。 

鈴木式点字触読指導法
 

開発動機: 多くの盲児、重複障害
児、中途失明者が点字触読指導
から遠ざけられていた現状を目
の当たりにした経験
 

点字の力: 点字は、広い世界を知
り、深く考え、人格を磨き、人類の
遺産を継承・創造する力を与え
る。 

教師の使命: 全ての視覚障害児
に点字リテラシーを保証するこ
と。 

4頁
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鈴木式点字触読指導法5頁

広島大学氏間先生　鈴木式点字触読指導法

https://www.youtube.com/watch?v=30Np2PD8Lvk
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易から難への原則 : 認知しやすい文字から導入し、既習文字と組み合わせて語彙を増やす。 
ドリルの原則　 : 録音機器を活用し、学校・家庭で繰り返し練習して定着させる。 
個別化の原則 : 一人ひとりの能力やペースに合わせた教材と指導を行う。 

やさしい

難しい

易から難の原則 個別化の原則

ドリルの原則

5頁

触読と表記のサイクル指導 ① 

表打ち点字器の使用: パーキンスブレーラー等、打った文字
が
そのまま読める器具を必ず使用する。 

理由: 点字の「形」のイメージを触読と表記で一致させるため
点字板（鏡映）は初期には不向き。 

工夫: 指の力が弱い幼児のために
「片手打ちキーセット」等の補助具
を活用する。 

 

 

6頁
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　　　触読速度の向上：両手読み  

目的: 継時的にしか情報を得られ
ない点字において、両手を使って
効率的に速く読む技術を習得させ
る。 

方法 (Wormsley, 1981):  
　左手が行頭を読み始め、右手が
合流して行末まで読む。 
　右手が読んでいる間に左手は次
の行頭へ移動。  
　このサイクルを繰り返し、スムー
ズな両手読みを定着させる。 
  

7頁

　　　　　実践上の留意点①：教師の偏見の克服 
教師の思い込み: 「点字は難しい」「この子にはまだ無理だ」という先入観
が、子どもの可能性を奪う。 
事例: 点字を学んでいなかった重複障害児に鈴木式を試したところ、多く
が点字教科書で学べるようになった。 
重要なこと: 目の前の子供は必ず点字を習得できると信じ、指導法を工夫
する教師の姿勢。 

　　　　　実践上の留意点②：指導開始の目安 
開始時期: 3歳程度の発達段階が目安。 
必要な能力: 机に正しく座れる体幹保持能力。 
　自分の鼻・目・口などを指せる。 
　大小、長短などの基本的な弁別能力。 
基礎訓練: モンテッソリー教具などを用いた触覚弁別
遊びで、基礎概念や手指能力を高める。

 

9頁
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点字触読指導の実践記録
テキスト14頁～16頁

　鈴木式点字触読指
導法の実践記録は、
テキスト14頁から16
頁に記載

　記載している記録
は、すべて公表済み
か本人の承諾を得て
公開

墨字（ひらがな）指導の実践 
目的: 盲児にも、健常者と同じ文字文化へのアクセ
　　　　スを保証する。 
方法: 点字と同様に、形の認識しやすさで難易度を
　　　　6段階に分類。タコ糸やレーズドライターで立体的
　　　　な触察教材を作成。 
成果: 盲児や弱視の重複障害児が墨字で手紙を書き、
　　　　家族を喜ばせた。読書の楽しみが広がった。 

１7
頁

知的障害の弱視生徒
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17
頁

１8
頁
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点字リテラシーに係る教師の使命 
ルイ・ブライユと石川倉次の遺産である点字は、盲児の「眼の代わり」であり、自己実現の礎である。 

教師の使命:全ての盲児は点字を習得できると信じること。 
　　　　　　　　個々の状況に応じた指導法を工夫し、高い専門性と使命感を持つこと。 

     鈴木式点字触読指導法は、そのための有効なツールの一つである。 

提言①　：　意図的・計画的な早期指導を 
盲幼児は、意図的な働きかけがなければ点字に出会えない。 
提言: 盲学校は、幼児期から点字に触れる機会を計画的・組織的に提供すべきである。 
　　　  保護者と連携し、家庭でも点字に親しむ環境を整える。 
        インクルーシブ教育の実現には、就学前の点字リテラシー獲得が絶対条件である。 

提言②　：　ICTとのバランス  
音声読み上げソフト等は便利だが、点字学習の機会を奪う危険性もある。 
点字の価値: 自分のペースで能動的に読み、思考を深めることができる。  
                 スペリングや文章構造の正確な理解に繋がる。  
提言: ICTは点字を補完するツールとして活用する。
　　　　点字リテラシーを学習の核とし、ICT技術をハイブリッドに活用する指導の工夫が求められる。  

18
頁 点字リテラシーの重要性

点字触読指導にかかる
質問・議論
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指導の中核
地図概念の指導

30
頁

雪が降りました。
1998年、北海道函館盲学校
長として赴任、1999年2月の
ある日です。

77
頁

函館としては、珍
しい大雪

小学部
の盲児
が歩行
指導で、
玄関の
階段か
ら通路
に降り
てきまし
た。

あれ～。
どうしよ
う。

白杖が
雪に突
き刺さ
る。

鈴木が開発した白
杖用スノーチップ

点字ブ
ロックが
見つから
ない。

さっきか
ら、どう
したので
すか？

ガイドラ
イン歩行
だけ、教
えても
らってい
たのか‼
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Orientation & Mobility

鈴木重男の歩行発現モデル　１９７５年

オ
リ
エ
ン
テ
I
シ
ョ
ン
能
力

白杖操作能力　単独目的歩行を実現させるための一能力(方法)

30
頁

歩行指導　「鈴木モデル」　12の指導要素

1　ボディイメージ要素
①　自分の体の部位の名称
②　他人の体の部位
③　その場での動作

2　方向概念要素
①　5方向
②　9方向

3　対音源歩行要素
①　前方音源
②　8方向音源

4　音源軌跡要素
①　軌跡板による操作
②　交差点のモデル学習
③　軌跡ルートの読図

5　歩行軌跡要素
①　軌跡板による操作
②　読図歩行

6　対風、対太陽に対しての身体の方向づけ要素
①　対太陽
②　対風

7　空間構成物の関係把握要素
　①教室内
　②校舎内
　③学校内
8　白杖探索要素
　①白杖は何かを見つけてくれる
9　白杖操作要素
　①タッチ・テクニック、
　　　スライド・テクニック、
　　　ショート・テクニック
　②ダイアガナル・テクニック
10　歩行標識と点地図作成要素
　①学校周辺
　②地域
11　読図歩行要素
12　雪路白杖操作要素

鈴木重男「先天盲児および早期失明児への歩行訓練プログラムの過程的

試行」1975年視覚障害研究第2号pp28-44　日本ライトハウス

31-33頁
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①　幼稚部　
ア　ボディイメージ
　　　　・主要な体の部位名　
　　　　・基本的な動作　
　　　　・Laterality（絶対的方向）の強化
　　イ　軌跡
　　　　・単純な歩行軌跡　
　　　　・音源定位→音源移動軌跡
　　ウ　地図
　　　　・室内ミニチュア　
　　　　・トレーリングと防御　
　　　　・障害物（空間構成物）の発見と賞賛
　　エ　白杖探索

②　小学部低学年
　　ア　ボディイメージ
　　　　・細かな体の部位名　
　　　　・様々な動作　
　　　　・Directionality（相対的方向）の強化
　　イ　軌跡
　　　　・図形的歩行軌跡　
　　　　・交差点における交通音の流れ　　

　　ウ　地図
　　　　・校舎内　　
　　　　・学校敷地内　　
　　　　・学校周辺
　　エ　タッチテクニック（ショートケーン、
　　　ガイドライン、スライド）
　　オ　ルート歩行（近辺の店への買物：
　　　自立の一歩）

③　小学校高学年
　　ア　軌跡
　　　　・図形的歩行軌跡（45゜、9O゜、135ﾟ、
　　　　　270ﾟ、315ﾟ）　
　　　　・太陽・気流を用いた閉鎖図形歩行
　　イ　地図
　　　　・学校周辺
　　ウ　交通機関の使用
　　エ　ルートによる単独帰省

④　中学部以上
　　ア　居住地読図歩行
　　イ　目的歩行

発達段階別　歩行指導のモデル33頁
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THE IMPORTANCE OF ORIENTATION AND MOBILITY SKILLS FOR STUDENTS WHO ARE DEAF-BLIND

The National Information Clearinghouse on Children Who Are Deaf-BlindD. Jay Gense, Ed.S.
Marilyn Gense, M.A.

Guided Travel Protective Techniques

Upper hand and forearm protection skills

Lower body protection

Trailing

39頁
40頁
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　　　　　　　盲幼児・重複障がい児の白杖探索　
白杖は、何かを見つけくれる。白杖は、音を出してくれる(白杖が土や草、アスファル
ト、電柱等に触れると異なる感触と音がする)

釣竿 バドミントンラケット

　筋力の低い盲幼児等に対して、通常の白杖は重たすぎることから、手元が太く、
先が細いテーパ構造の白杖を自作・特製する。

41頁

①視覚障害者のシンボル機能

②路面（凹凸等）情報の入力機能

③下方障害物の防御機能

接地角度  白杖の

落下力

 下方物体の

検出

　腹部防御の高

低

 下方物体発見距

離

 30度  　大  　　　小 　　　　低  　　　遠

 45度  　中  　　　中 　　　　中  　　　中

 60度  　小  　　　大 　　　　高  　　　近

白杖を大事に
歩行指導の基礎的知識

白杖の接地角度

道路交通法
白杖の携帯義務　第14条 　目が見えない者は、道路を通行
するときは、政令で定めるつえを携え、又は政令で定める盲導
犬を連れていなければならない。 

白杖の遵守義務　第71条の二 　
・・・、目が見えない者が第十四条第一項の規定に基づく政令
で定めるつえを携え、若しくは同項の規定に基づく政令で定め
る盲導犬を連れて通行しているとき、・・・、一時停止し、又は
徐行して、その通行又は歩行を妨げないようにすること。
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鈴木重男「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育　改訂２版」金芳堂　2011

　　2点タッチ・テクニック 2Point Touch Technique41頁

手首の
柔らかい操作

白杖と前の足
の方向は、常
に逆(対足)

リズムが
大事

鈴木重男「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育　改訂２版」金芳堂　2011

ダイアガナル・テクニックDiagonal Technique41頁

白杖は
体に対し
て斜めに
構えます

路面が石畳
みや草地、
ぬかるみも
この技術
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盲児の歩行偏差veering

「古河氏盲唖教育法」
（京都府立盲学校創立百周年記念事業委員会編）

43
頁

昔の絵図
琵琶法師・地歌三弦・箏曲・鍼灸などの

専門技能を持つ検校ケンギョウ
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超音波の活用　K-Sonar44
頁

AIモビリティ歩行器具　Glide
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Winter Traveling in Hokkaido Land, Japan
Shigeo Suzuki  
Journal of Visual Impairment & Blindness, January 1985, pp. 24–26

雪路歩行における定点評価

日変化　:　同じ場所で写真撮影

季節変化:同じ場所で写真撮影
3年間　→　パターン分析

早朝:積雪 通勤時 昼間時

道が分か
らない

歩いた跡
がある 歩きやす

いな～

季節 時期 雪路の特徴

Early 
stage
初冬

11月
末〜
12月
初

積雪はまだ浅く柔ら
かい。昼間に融け、
夜間に再凍結。

Middle 
stage
真冬

12月
中〜
3月中

圧雪・凍結が進み、
雪山や交差点形状が
固定化。

Late 
stage
春先

3月末
〜
4月末

雪が融け始め、路面
が露出。残雪、凍結
路面、スリッピー

歩行指導にかかる質問・議論



2026/7/10

23

53
頁

53
頁

重複障がい教育 「盲児のための学校の体現」

今の姿を受容する 安心・信頼の基盤
教師の全身全霊で受け止める

今できることを指導の中心に

触覚・身体接触を基盤に

賞賛・愛着の形成

できること。
沢山‼

大丈夫
‼

行動の意味を読み取る

声かけとリズムで誘導
1.21.2
パン　パ
ン　パン

段階的な行動変容の計画化

記録の共有

成長の証 喜びの
共有

安心

盲児のた
めの学校

成長促進と情報共有 行動の理解と誘導
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54
頁

重複障がい児は、言語の発語がない場合

・呼吸の変化（浅い・深い・速い・ゆっくり）  

・筋緊張の変化（こわばり・緩み）  

・興奮の高まり（喜び・不安・過敏）  

・全身反応（身を引く・近づく・固まる）  

・沈黙（集中・拒否・安心・疲労）  

　〇身体全体が“言葉”として機能 

行動・反応・沈黙・呼吸は、“言葉”

教師の心と体の緊張を、まず、和らげる

　教師は盲児のサ
インを丁寧に読み
取り、盲児の意
図・感情・状態を
理解する
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胡坐座で床に額をゴンゴンしている

〇両手は、児童と教師
の手をお互いにフック
する。

〇今日足は、児童の
足裏が固定するよう
に、つま先を軽く踏む。

〇教師の手のひらは
上向き、児童の手のひ
らは下向きとして、教
師は児童の両手を引
き上げる。

胡坐座の児童の立たせ方

声掛け　　　　　　　　両膝をくっつける

引き起こす　　　　　しっかりと褒める

重複障がい盲児の指導と評価
テキスト55頁～65頁

定点評価 成果の共有 ボトムアップ
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2001年、旭川盲学校長時　　3歳8ケ月

「ヘレンケラーが来た」「幼稚部で対応できない」
ビデオ

61
頁

4月から3ケ月間　校長室等で指導ビデオ
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11ケ月後ビデオ

重複児への指導にかかる
質問・議論
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Orientation & Mobilityが基盤

67
頁

　1972年、日本ライトハウス「感覚
機能向上研修会」、約1ケ月間、研
修

 当時、同所に訓練生として全盲の
日比野清先生(現在、同法人理事)に
普通卓球の試合をして負け

私の盲学校体育を考える始点・視点

 盲児が普通児に勝つ喜びを知るた
めの体育活動

盲児の体育活動の視点は？
感覚機能向
上研修会

普通卓球の試合

感覚を鍛
えること
が教育の
出発か

えっ‼
速い

見えなくても、
鍛えればやれる

のか‼

盲学校体
育を考え直

そう 69
頁
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日比野　清　先生
前陣速攻

鈴木のラケットに当たる
球と卓球台に当たる球
の音を聞いて、即座に
反応

　鈴木は、ラバーの張っていないラケットの裏側を使用。
　サーブ時や返球時には、卓球のラケットと球がぶつかる音がするよう。

69
頁

卓球の指導方法は？　指導教材の工夫　

べニア板　40㎝×30㎝

「うちわ」のような大型ラケット ラバーを外した普通のラケット
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　ブラインドサッカーのドリブルとドリブラーのドリブル

https://www.youtube.com/watch?v=mvLmHsHyZ8E

ビデオ

卓球
Closed‐skill連続

鈴木は、ラケットの
裏側

音刺激

鈴木ラケット「kathu」
球は卓球台「konn」

「konn」

日比野氏は、
球位置の同定

日比野氏「Smash」

　盲児は、何故、スポーツができるか69
頁
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盲児の重要指導ポイント 
スポーツ動作イメージの指導

言語で 体に触れて

教師の体に触れさせて モデル人形を操作して

コンと音がし
たらスパッと

振り抜く

はい

振り抜く
時の腕の
振りは・・

先生の肩と腕
を触れてごら

ん

腕は、こう
振るといい
んですね

分かった
みたいだ

ね

盲児の体育・スポーツ活動
において、もっとも重要なこ
とは、運動動作・フォームの
指導

a　言語によって

b　直接体に触れて修正

c　指導者の体に触れさせ

d　モデル人形を触れさせ

スポーツ動作イメージの指導
全可動マネキン

デッサン用人形の活用

69
頁
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ビデオ 1983年　高体連への加盟・参加　サッカ－・レスリング

体育・スポーツ指導にかかる
質問・議論
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保護者と共に
地域支援

73
頁

上図は、柏崎市教育委員会ホームページより引用https://www.city.kashiwazaki.lg.jp/gakushu_suishin/kyoiku/shogai/gakkoshien/gakkoshien.html

安定した家庭　心をはぐくむ場所
耳で見る力　手で読む力　頭で歩く力

家庭と学校、関係機関等の協働

母親
父親
兄弟姉妹
保健師
幼稚部教師
おじいちゃん
おばあちゃん
ペット

73
頁
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　盲児の言葉
や概念形成の
ために最も求
められること
は、親と子供
の「応答する
環境」の構築

　

盲児の言葉と概念形成ː応答する環境

泣いてるの。
どうしたの。

肌のぬくもり
が言葉の始

まり

発した言葉
をまねる。意
味づける。

アー。
おはよう。

アー

発した言葉
と動作により
要求を理解

ア。ア。
アー

これが欲し
かったのね。

給食がおい
しかったの

ね。

うま。う
ま。

言葉と概念
が結びつく

保護者への助言　盲幼児への直接指導支援73
頁
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（０．３×見分けたものまでの距離ｍ単位）

　　　（見分けたものの長さｍｍ単位） 

（０．３×１）

（１５） 

推定視力
０．０２

行動観察による視力の推定
75
頁

　　鈴木の実践　女児Aの移動能力向上　1988.4.28　　2歳11月ビデオ
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一日の生活リズムの状態
1日24時間30分

遠城寺式乳幼児分析的発達検査
(点線：2歳11ケ月　実線：3歳6ケ月) 

1988.4.28　　2歳11月

①手で支持

②不安定物で支持

③不安定時には介助

・階段昇降

④音・音声への目的的歩行

7
ケ
月
間

並行指導

指導の仮設
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ビデオ

ビデオ
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ビデオ

ビデオ
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女児A相談終了時の実態1989.1.19　3歳8月ビデオ

家庭・地域支援にかかる
質問・議論
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　寄宿舎機能を
活用して、県内
全体の視覚障害
教育の専門性の
発揮と盲児・弱
視児の家庭支援
の中核化

専門性の高い学校

80頁 今後の盲学校の進展に向けた提言

　「耳で見る、手で読む、頭で歩く」盲児のための学校は、

教務・舎務・事務三位一体で教職員の専門性を保持した、

盲児の“できる”を広げ、地域での学びを支える力を発揮

する学校です。

　熊本盲及び佐賀盲の取り組みが、これからの熊本と佐

賀の視覚障害教育の中核として、視覚障害児の未来をつ

くっていきます。

　熊本盲及び佐賀盲の教務と事務と舎務の先生方の地道

な歩みを心から応援しています。頑張っていきましょう。
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴　木　重　男


